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今年の夏は， 暑さもさることながら， 台風や豪雨災

害により， 全国各地で甚大な被害が発生しております。

被害に遭われた方へお見舞いを申し上げます。また， 医

療支援や保健支援にご尽力いただいた会員の皆様も多い

と思います。このような災害時の公衆衛生活動が， 継

続， 発展できるよう， 得られた知見や課題などを， この

学会でも共有していただければと思います。

さて， 71巻 9 号では原著 2 編， 資料 1 編， 特別報告

1 編を掲載しております。第 1 編は政府統計のオープン

データを用い， 都道府県別に幸福度指標（Better Life In-
dex）を開発した原著論文になります。都道府県レベル

での幸福度を示す指標で， さまざまな施策の評価指標と

しての活用も期待できるものと考えております。

第 2 編は， 介護保険の要支援・要介護の認定される

リスクについて， 開発されたリスク評価尺度を用い， そ

のカットオフ値を検討した原著論文になります。今後，

早い段階から介護予防に取り組む必要性を啓発するため

の一次予防の手段として， 今後より有用性の高いツール

として活用されることを期待しております。

第 3 編は， 都道府県がん登録のデータによりがん検

診の精度管理を検討した資料になります。がん検診の精

度管理の方法は， 都道府県によってばらつきがあります

が， がん登録情報を用いた偽陰性者等の定義が示された

ことで， 今後， 多くの自治体で， この指標が活用され，

精度管理が広がることを期待します。

第 4 編は， 地域での自殺予防対策の特別報告になりま

す。医療や保健， 福祉の垣根を越えて， 多方面から， ”

ゆるやかに， 束縛しすぎず， 社会とつながっていく”こ

との重要性を示していただいており， このことが自殺予

防のキーファクターになるのだと感じた次第です。

最後になりますが， 例年， 日本公衆衛生学会総会の

際に， 公衆衛生に関する優れた研究や， 実務家の皆様方

にぜひ知っていただきたい活動をなされている発表者の

方に， 編集委員会から本誌への投稿を， お声がけをして

おります。今回掲載されている原著の一つも， その取り

組みから投稿いただき， 掲載に至った論文になります。

第83回日本公衆衛生学会総会でも， 発表される先生方に

編集委員会からお声がけせていただくかもしれません。

その際にはぜひ， 本誌への投稿をご検討いただければ幸

いです。    （大類真嗣）
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